
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

義

務

教

育

諸

学

校

の

教

科

用

図

書

採

択

地

区

の

教

育

委

員

会

設

定

の

一

部

改

正

担

当

課

（

室

）

（

県

例

規

集

登

載

）

目

次

【

公

立

大

学

法

人

岡

山

県

立

大

学

】

○

落

札

者

等

の

決

定

公

立

大

学

法

人

岡

山

【

規

則

】

○

岡

山

県

土

木

監

視

員

設

置

規

則

を

廃

止

す

る

規

監

理

課

県

立

大

学

【

正

誤

】

則

（

県

例

規

集

登

載

）

○

岡

山

県

収

入

証

紙

売

り

さ

ば

き

場

所

の

変

更

の

総

務

学

事

課

正

誤

【

告

示

】

○

簡

易

な

方

法

に

よ

る

開

示

請

求

を

す

る

こ

と

が

総

務

学

事

課

で

き

る

個

人

情

報

の

指

定

の

一

部

改

正

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

室

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

の

届

〃

出

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

廃

止

の

届

出

〃

○

土

地

改

良

事

業

施

行

認

可

申

請

の

縦

覧

耕

地

課

○

林

業

種

苗

生

産

事

業

者

講

習

会

の

開

催

治

山

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

【

教

育

委

員

会

】

岡

山

県

公

報

令和２年２月１４日 第１２１６８号



◎
岡
山
県
規
則
第
七
号

岡
山
県
土
木
監
視
員
設
置
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
土
木
監
視
員
設
置
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

岡
山
県
土
木
監
視
員
設
置
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和２年２月１４日　岡山県公報　第１２１６８号



◎
岡
山
県
告
示
第
七
十
二
号

平
成
十
八
年
岡
山
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号
（
簡
易
な
方
法
に
よ
る
開
示
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
個
人
情
報
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
岡
山
県
育
休
代
替
任
期
付
職
員
選
考
採
用
試
験
の
項
中
「
岡
山
県
育
休
代
替
任
期
付
職
員
選
考
採

用
試
験
」
を
「
岡
山
県
育
休
代
替
任
期
付
職
員
等
選
考
採
用
試
験
」
に
改
め

「

当
該
試
験
の
不
合

、
（

格
者
及
び
第
二
次
試
験
の
受
験
者
に
係
る
も
の
に
限
る

」
を
削
り
、
同
表
中
岡
山
県
臨
時
的
任
用

。
）

職
員
採
用
試
験
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和２年２月１４日　岡山県公報　第１２１６８号



◎
岡
山
県
告
示
第
七
十
三
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。

令
和
二
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

か
け
は
し

２

所
在
地

総
社
市
真
壁
一
八
一
－
二

コ
ー
ポ
吉
本
Ｅ
棟

西
・
東
号
室

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
ひ
だ
ま
り

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

総
社
市
中
原
八
五
二
番
地
五

三

指
定
年
月
日

令
和
二
年
一
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
〇
八
〇
〇
五
二
三

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

き
ら
り
フ
ァ
ー
ム

２

所
在
地

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
竹
二
〇
八
〇

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

令和２年２月１４日　岡山県公報　第１２１６８号



株
式
会
社
輝
楽
里

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
竹
二
〇
八
〇

三

指
定
年
月
日

令
和
二
年
二
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
三
九
〇
〇
二
三
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

令和２年２月１４日　岡山県公報　第１２１６８号



◎
岡
山
県
告
示
第
七
十
四
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

わ
く
わ
く
ハ
ン
ド
・
ベ
ル

２

所
在
地

総
社
市
真
壁
三
九
九

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
金
曜
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
一
宮
三
三
九

六

－

三

廃
止
年
月
日

令
和
元
年
九
月
三
十
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
〇
八
〇
〇
二
四
二

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
移
行
支
援

令和２年２月１４日　岡山県公報　第１２１６８号



〔

〕

（

）

、

四
四

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

平
成
十
年
法
律
第
七
号

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

令
和
二
年
二
月
五
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
ぞ
み

三

代
表
者
の
氏
名

岡
田

伸
政

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

総
社
市
井
手
五
七
六
番
地
五

サ
ン
パ
レ
ス
・
Ｎ
二
〇
二
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
障
害
者
（
児
）
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め
に
必
要
な
事
業
を

。

。

行
う

ま
た
子
育
て
を
し
な
が
ら
で
も
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
う

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
っ
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類

令和２年２月１４日　岡山県公報　第１２１６８号



〔
四
五
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦
覧

に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
二
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ゆ
め
タ
ウ
ン
山
陽

所
在
地

赤
磐
市
下
市
四
七
三
番
地

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
イ
ズ
ミ

住
所

広
島
県
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
三
丁
目
三
番
一
号

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

山
西

泰
明

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

（
変
更
前
）
店
舗
北
側
・
第
一
駐
車
場

八
十
六
台

店
舗
北
側
・
第
二
駐
車
場

六
十
五
台

店
舗
北
側
・
第
三
駐
車
場

六
十
九
台

店
舗
屋
上
駐
車
場

百
四
台

四
箇
所
（
駐
車
場
収
容
台
数
合
計
）
三
百
二
十
四
台

（
変
更
後
）
店
舗
北
側
・
第
一
駐
車
場

八
十
六
台

店
舗
北
側
・
第
二
駐
車
場

六
十
五
台

店
舗
北
側
・
第
三
駐
車
場

六
十
九
台

三
箇
所
（
駐
車
場
収
容
台
数
合
計
）
二
百
二
十
台

４

変
更
年
月
日

令
和
二
年
六
月
二
十
日
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二

届
出
年
月
日

令
和
二
年
二
月
五
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
二
年
二
月
十
四
日
か
ら
同
年
六
月
十
五
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
赤
磐
市
産
業
振
興
部
商
工
観
光
課

令和２年２月１４日　岡山県公報　第１２１６８号



〔

〕

（

）

、

四
六

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号

第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
大
規
模
小
売
店
舗
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
三
和

住
所

津
山
市
川
崎
一
四
七
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

石
原

祐
佶

二

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ウ
エ
ス
ト
ラ
ン
ド

所
在
地

津
山
市
二
宮
字
上
野
七
一
番
ほ
か

三

廃
止
年
月
日

令
和
二
年
二
月
十
七
日

四

届
出
年
月
日

令
和
二
年
二
月
五
日
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〔
四
七
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

申
請
の
あ
っ
た
新
規
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
岡
山
県
備
前
県
民
局
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
二
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
者

児
島
湾
土
地
改
良
区

二

地
区
名

西
七
区
３
番
（
農
地
耕
作
条
件
改
善
（
農
業
用
用
排
水
施
設
）
事
業
）

（

〃

）

西
七
区
２
条
１

北
七
区
支
線

号
（

〃

）

29

三

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
区
定
款

事
業
計
画
書

四

縦
覧
の
期
間

か
ら
同
年
三
月
六
日
ま
で

令
和
二
年
二
月
十
四
日

五

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
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〔
四
八
〕
林
業
種
苗
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
林
業
種
苗
生
産
事
業
者
講
習
会
を
開
催
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
催
の
日
時
及
び
場
所

１

日
時

令
和
二
年
三
月
十
日
（
火
曜
日
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

２

場
所

勝
田
郡
勝
央
町
植
月
中
一
〇
〇
一

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
森
林
研
究
所

二

受
講
申
込
書
の
受
付

１

受
講
申
込
者
は
、
受
講
申
込
書
を
、
住
所
地
を
所
管
す
る
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画

課
へ
令
和
二
年
三
月
三
日
（
火
曜
日
）
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

２

受
講
申
込
書
に
は
、
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
、
上
半
身
、
無
帽
の
ラ
イ
カ
判
の
写
真
（
縦

三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
一
枚
を
貼
り
付
け
る
こ
と
。

三

受
講
手
数
料

１

受
講
申
込
書
に
、
一
万
四
千
百
七
十
円
相
当
の
岡
山
県
収
入
証
紙
を
貼
り
付
け
て
納
付
す
る
こ

と
。
な
お
、
証
紙
に
は
、
消
印
し
な
い
こ
と
。

２

納
付
し
た
受
講
手
数
料
は
、
返
還
し
な
い
。

四

そ
の
他

１

受
講
者
は
、
受
講
当
日
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

２

講
習
会
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
岡
山
県
農
林
水
産
部
治
山
課
（
電
話
（
〇
八
六
）
二
二
六

七
－

四
五
五
）
又
は
各
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
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〔
四
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
三
須
字
中
所
一
三
三
二

一
、
一
三
三
二

二

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
中
央
三
丁
目
一
三

一
一
一
メ
ー
プ
ル
ピ
ュ
ア
一
〇
二

－

藤
原

沙
織

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
〇
一
号
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〔
五
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
字
拾
ノ
割
六
二
六

一
四
、
六
二
六

一
五
、
六
二
六

一
六

－
－

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
一
〇
七
三

一
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
二
〇
二
号

－

三
宅

正
浩

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
七
〇
号
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◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一
号

昭
和
三
十
九
年
岡
山
県
教
育
委
員
会
告
示
第
二
号
（
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
採
択
地
区
の

設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
四
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

表
中

「

備
前
市
地
区

備
前
市

を

旭
東
地
区

瀬
戸
内
市

赤
磐
市

和
気
町

吉
備
中
央
町

」

「

旭
東
地
区

備
前
市

瀬
戸
内
市

赤
磐
市

和
気
町

吉
備
中
央
町

に
改

」

め
る
。
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公
立
大
学
法
人
岡
山
県
立
大
学
公
告
第
一
号

◎

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し
た
。

令
和
二
年
二
月
十
四
日

公
立
大
学
法
人
岡
山
県
立
大
学
理
事
長

沖

陽

子

一

落
札
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

公
立
大
学
法
人
岡
山
県
立
大
学
で
使
用
す
る
電
気
の
調
達

使
用
予
定
電
力
量

一
二
、
四
六
二
、
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

二

納
入
期
間

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

公
立
大
学
法
人
岡
山
県
立
大
学
事
務
局
総
務
課

総
社
市
窪
木
一
一
一
番
地

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
二
年
一
月
二
十
九
日

五

落
札
者
の
名
称
及
び
住
所

テ
プ
コ
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

東
京
都
港
区
芝
三
丁
目
二
番
一
八
号

六

落
札
金
額

一
八
七
、
九
七
三
、
一
九
四
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
一
七
、
〇
八
八
、
四
七
二

円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日
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〔
四
〕
令
和
二
年
二
月
四
日
付
け
公
布
岡
山
県
告
示
第
六
十
五
号
（
岡
山
県
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
場

所
の
変
更
）
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

頁

誤

正

一

岡
山
市
北
区
内
下

岡
山
市
北
区
内
山

二
丁
目
四
番
六
号

下
二
丁
目
四
番
六

号
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